
〔様式１０〕  事 業 報 告 書              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  ２０２６年（令和８年）３月３１日  

 

   福 山 市 長 様           

 

               住     所 福山市大門町 4－21－8 

               団 体 名     野々浜学区まちづくり推進委員会 

               代表者名  委員長 坂本 致孝          

 

   ２０２５年（令和７年）４月１日付け（福東地 第１号の３）で交付決定

のあった福山市地域まちづくり推進事業を，次のとおり実施しました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 事 業 名     

       野々浜学区地域まちづくり推進事業  

 実施場所  

       野々浜小学校他  

 事 業 費     

    ２，１１１，５２８円  

 補助金額  

 １，２７８，０００円  

 着手年月日  

               ２０２５年（令和７年）４月 １日  

 完成年月日  

               ２０２６年（令和８年）３月３１日  

 実施事業の経過及び内容  

     別紙事業内容報告書のとおり  

 

 

 

 

 

事業成果  

 別紙事業内容報告書のとおり  

 添付書類  

  １ 収支決算書   ２ 事業内容報告書  

３ その他市長が必要と認める書類（監査結果の写し）  

                              2020-財-288   A4 



〔様式１１〕

〔収入の部〕 野々浜
（単位：円）

予 算 額 決 算 額

1,278,000 1,278,000

164,605

40,000

468,108

115,679

44,719

417

0 551 551 貯金利息

4,517 4,517 4,517

2,164,517 2,116,596 838,596

〔支出の部〕 （単位：円）

事 業 費 市 補 助 金 団体負担金等 事 業 費 市 補 助 金 団体負担金等

1 環境美化事業 347,000 242,000 105,000 374,277 209,672 164,605

2 世代間交流事業 240,000 165,000 75,000 195,955 155,955 40,000

3 ふれあい事業 1,045,000 525,000 520,000 911,096 442,988 468,108

4 地域福祉事業 125,000 35,000 90,000 150,679 35,000 115,679

5 地域安心安全事業 277,000 195,000 82,000 113,176 68,457 44,719

6 まちづくり推進委員会運営事業 130,517 116,000 14,517 366,345 365,928 417

2,164,517 1,278,000 886,517 2,111,528 1,278,000 833,528

5,068 5,068

環境美化事業

共催団体負担金（PTA）

共催団体負担金（自主防災推進協議会・地域安全推進委員会）

食糧費（飲み物），消耗品（肥料・消毒液・清掃用具・塗料）

食糧費（飲み物），消耗品（文具・参加記念品）・印刷費・報償費

事業
番号

合計

繰越金（今年度）

収 入 科 目

市補助金

団体負担金等

合 計

繰越金（前年度）

諸収入

食糧費（飲み物,昼食弁当），消耗品（参加記念品）

誘導灯、DIG資機材（文具、パネル，印刷）、カードケース、再生紙

食糧費（飲み物）、消耗品（用紙・インク），印刷費，電気代、車借り上げ代

収　　支　　決　　算　　書

内　　　　　　訳
事 業 名 （ 内 容 ）

882,000 833,528

予 算 額

内 訳

市補助金（地域まちづくり推進事業補助金）

決 算 額

共催団体負担金（自治会連合会）

世代間交流事業

地域安心安全事業

共催団体負担金（自治会連合会、自治会、公衆衛生委員会）

学区（町・地区）まちづくり推進委員会

まちづくり推進委員会運営事業

食糧費（飲み物），消耗品（文具・テープ・参加記念品），借り上げ料（軽トラ）・印刷費

地域福祉事業

ふれあい事業 共催団体負担金（ふれあい委員会、自治会連合会）

共催団体負担金（福祉を高める会）参加者負担金



〔様式１２〕 

 

２０２５年度野々浜学区（町・地区）地域まちづくり推進事業 事業内容報告書 
 

事業 

番号 事業名（内容） 

詳細 

（実施年月日，場所，参加人

数など） 

課題に対する成果 今後の改善点・課題 
事業の振り返り

をした場 

１ 環境美化事業 

①ふれあい公園維持管理 

 ・通年；各自治会毎月持ち回り 

   約１３０人 

 ・３月２１日；遊歩道整備 

 さくらの木周辺雑木伐採 

 倉庫整理他 １５人 

②バラ花壇維持管理（通年） 

・松井公園，３４人及び管理者 

・坂里公園，１７５人及び管理者 

・旭北公園，毎月１０数名 

③学区内一斉清掃５月１９日 

・学区内，約４００人 

④年末クリーン作戦 １２月７日 

・学区周辺 約２１０人 

①まちづくり事業で整備したふれあい 

公園，バラ花壇の維持管理の継

続 

については学区民の理解が進ん 

でいる。 

 

②一斉清掃やクリーン作戦も継続 

した環境美化事業として定着して 

いる。 

①公園の維持管理やバラ花壇の維 

持管理への参加者が固定している 

自治会もあり，多くの人が参加して 

地域コミュニティの場を拡大してい 

く必要がある。 

・２０２６年３月１２日

推進委員会 

 

２ 世代間交流事業 

①こども居場所づくり事業 

交流館 

・琴教室８月６日、２０日 １５人 

・囲碁教室８月４日、１８日 ６人 

・科学実験教室８月５日 ４６人  

・防災教室８月１８日 ３４人 

②こどもフェステバル 交流館 

５３人 ＊カレー作り 

     ＊こどもまちづくり大学 

     ＊けん玉、お手玉大会 

③ののはま子ども太鼓伝承事業 

・年６回練習 小学校 

①子どもたちを中心とした事業を 

 通して地域文化や歴史を伝承する 

 基礎作りが進んでいる。 

①子どもたちを通して世代間交流を 

 進めているが一部の役員参加に 

 とどまっている。幅広く参加者を 

 募り活動するシステムを構築し 

たい。 

②まちづくり補助金の使用制約があ

り次年度から内容を見直す。 

〃 



〔様式１２〕 

 

 ２５人×６回 

 ＊発表会：体育祭・学習発表

会・CSA感謝の会 

④世代間ふれあい事業（火おこ

し、飯盒炊飯）   

参加者 ３４人 

３ ふれあい事業 

①学区民納涼盆踊り大会 

 ・８月２日；小学校 約 1,000人 

②とんど祭り 

 ・１月１２日； 

旭北公園約４００人 

③ふれあい文化祭 交流館 

 ・１０月１９日 

来館者７５０人 

④ふくやま東部文化フェスタ２０２６ 

 ・２月１日；東部支所 

⑤さくらウォーキング大会 

 ・３月２８日；１７７人 

⑥東部ヒューマンカレッジ 

 ・１１月１６日；９０人 

①学区民の親睦やふれあいに寄与

できたと考えている。 

①参加者は，コロナ前と 同程度とな

っているが，開催場所が遠く，高齢者

の参加が難しくなってきた。高齢者の

方が参加できる場所や方法について

も検討していきたい。 

・とんどは各自治会でも製作した。 

②さくらウォーキング大会は次年度

は中止としたい（事業が多く負担感が

多い意見から）なお、学区から開催

要望が大きくなったら再開の検討を

する。 

 

〃 

４ 地域福祉事業 

①高齢者ふれあいグラウン 

ドゴルフ大会；旭北公園 

 ・５月１８日；２６人 

 ・１１月２７日；３６人 

②友愛訪問；学区内 

 ・３月１日；３４人 

 

①高齢者が元気で地域で暮らせる 

 事業として実施しているが参加者 

 の固定化がみられた。 

①参加者も役員も固定化し，また 

高齢になっており、この３年くらい 

で事業や世代交代について見直 

しが必要。 

 

〃 

５ 地域安心安全事業 

①自主防災訓練；小学校他 

 ・１１月２２日 

＊一次避難訓練；３０７人 

＊DIG 訓練；８５人 

①自主防災訓練を通して地域防災 

 や減災について学区民に周知を 

 行っており一定の効果が出ていると 

 考える。今年度は DIG 訓練を行い 

①学区の自然災害や地震災害につ

いて一部の学区民の理解が得ら

れていない。特に高齢者の避難支

援については早急に整理が必要 

     〃 



〔様式１２〕 

 

②防災啓発活動・備品整備 

 ・安心カードを高齢者約１７０

人に配布 

③地域安全推進委員会活動 

 ・年間を通して活動 

 ＊約６０人 

④高丸通学路安全対策・管理 

 ・６月１日，１２月７日 

 約５６参加，雑木伐採，草刈 

避難経路について検討した。 

②一人暮らしの高齢者に対して 

連絡先が記載できるカードを配し 

見守り活動のひとつとした。 

②安心カードについては学区全体に

広めていきたい。 

６ 
まちづくり推進委員会

運営事業 

①年間を通して印刷費、電気代他 

②各種団体活動支援（年間） 

③まちづくりインスタグラム投稿 

④まちづくりテント屋根購入 

  

①インスタグラムをとおして情報発信 

 フォロワー数２８７人（3 月末） 

②屋根が劣化し、コーティングが剥離

し今後のイベントに支障があるので、

各事業を見直ししながら今年度購入 

①広報活動が十分でないとの意見も

あるがこれまでどおりインスタグラム

活用した情報発信をしていく。 

 

〃 

 




